













































(Berdderlnarm and Wasseman,197生GЮss and Kumar,1990)。Cabhdinはその分子
量の違いにより2種類が存在する。すなわち,8-10kDのcabindin D9kおよび28kD
のcdbindin D28kである。calbindh D28kはニワトリの十二指腸粘膜で最初に発見さ
れ (wasseman and Taylor,1966),その後,腸管 腎,胎盤など多くのカルシウ
ム輸送機能を有する組織に存在することが免疫組織学的に明らかにされ
(Wassemann and Talyor,196Q Roth d al。,1981,1982 Taylor et al.,1982),calbindin
D28kがカルシウム輸送に関与していることが示唆されている。それに加えて,
cdbindin D28kは,ニューロンなどカルシウム輸送機能を有さない細胞にも認めら
れ,カルシウム輸送以外の機能を有することが示唆されている (Baimbridge et al。,




c」bhdin D28kの分布に関しては多くの報告がある (Taylor,1984 Taylor d al。,198生
Ehs and Taylor,1987;Berdal et al。,1989,1991a,b;Baineul_Foresier et al。,1996)。ま
た以前より,石灰化能を有する組織におけるcdbindin D28kおよびそのmRNAの存
在が報告されており,c」bindin D28kが石灰化に関与することが示唆されている
(ChristakOs and Nollllan,1975;Celio et al。,1984;Ch五stakos et al。,1989;Zhou et al。,






Ehns and Taylor,198■Berdd d d。,1989,1991a)。一方,成熟期エナメル芽細胞で
は,ラット臼歯においてはcabindin D28k陽性である部位と陰性である部位が交互
に出現し (Berdal a all,1989),ラット切歯においてはcttbindin D28k陽性反応が強
い部位と弱い部位が交互に出現することが報告されている (Berdal d al。,1991a)。
このcdbindin D28k陽性反応を示す細胞はrume_ended alneloblastであり,陰性である








胞はcalbindin D28k陰性であると報告されている (Taylor,1984;Taylor a al。,1984;












質がエナメル質に覆われていない部位が存在する (Addison and Appleton,1921;
Gaut,195c Cohn,1957)。近年 マウスおよびラット自歯の発生段階において,
EFAの象牙質表層にはエナメル基質様の構造物が存在することが,光学および電
子顕微鏡的研究により明らかにされてきた (sakakura d al。,198%htt et al.,1992)。
さらに,この構造物内には,alne10genin(Nakarnura d al.,1991;Ind et al。,1992
Bosshardt and Nanci,1997)やal eloblastin(Bosshardt and Nanci,1998)などの,エナ
メル基質タンパク質が存在すること,そして,ラットのEFA表層の内エナメル上
皮由来の細胞(以下EFA細胞と略す)にmelogenh mRNAが見られること 報告さ


















































蛍光顕微鏡 (BX 60)にてGフイルターを使用 して観察 した。観察後カバーガラス
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ラット成獣上顎第一日歯におけるcttbindin D28k(CB)陽性反応 水平断)の分布 .
a.根尖部付近の水平断像.歯根膜 (PDL)におけるCB陽性細胞は,近心根では遠心側
に遠心根では近心側により多く認められる (矢頭).矢印は象牙質 (D)と有細胞セ
メント質 (CC)の間に認められるCB陽性細胞を示す。AB,歯槽骨 ;P,歯髄 .











_図31   胃   搬股ζ篤馬溜    霞ン・
(星印).CB陽性反応は細胞質に局在している。同様の超微構造を有する隣接した細
胞はCB陰性である (二重星印)。







































































































































膜 (PDL)におけるCB陽性細胞 (矢頭)の数は増加 している。P,歯髄
スケールバー,100 μm.    15
DD
歯根形成過程におけるcJbndn D28kの分布の変化 .







歯頚部付近の歯根表面のcJbindh D28k陽性細胞の数は減少 していた .
d.歯牙萌出後 (咬合開始直後).根尖部付近の歯根表面には,依然calЫndin D28k
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(Ch五stakOs et al。1988)。しかし近年,cabindin D2渋様免疫反応はニューロンな
どカルシウム輸送機能を有しない細胞においても認められており (Andressen et J.
1993),cdbindin D28kは種々の刺激に対してニューロンを保護する働きを有する











胞を認めることが報告されており (Chi五stakOs and Noman,1975;Celio et al。,1984),
また近年,h sh hybridセ江ion法によって,歯槽骨中の骨芽細胞や骨細胞に



















ること (Youn et al.,1999)からも裏付けられる。
象牙芽細胞にcdbhdin D28kが局在するか否かに関しては意見が分かれてい
る。いくつかの報告では,ラット自歯および切歯の象牙芽細胞はcdbhdin D28k陰







ンジャー,ca_A「Paseが存在することが知られている (Linde and Lundgren,1995)。
さらに近年,前象牙芽細胞もまたカルシウムチャネルを有していることから,前



















くの報告がある (Taylor,1984;Taylor et al.,1984 Ehns and Taylor,198■Berdd et al。,
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